
　2025年には国民の5人に1人が75歳以上の後期高齢者になると
推計されており、県では、この2025年以降の超高齢化時代を見据え、
県民の誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる「青森県型地域共生
社会」の実現に向け、市町村や地域と連携しながら取り組みを進めて
います。この実現には、県民の皆さんの協力が不可欠です。未来のために、
一人ひとりがお住まいの地域の課題を意識し、みんなで支え合う地域
共生社会を目指していきましょう。

安心して暮らせる地域へ特集1

　「みんなが集まれる場所をつくろう」という
声から始まった、身近で気軽な「住民主体の
通いの場（サロン）」。ふらっと立ち寄ってお
しゃべりするだけでなく、みんなで郷土料理を
作ったり、創作活動などを行っています。中でも
「ひょうたんランプ作り」は人気で、「作り方を
教えてほしい」と子ども会から依頼が来るほど。
高齢者と子どもたちとの多世代交流の場に。

「ふれあいサロン いろはの居」
（南部町）

事例

青
森
が
目
指
す
べ
き
社
会
は

ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

Q

「
地
域
共
生
社
会
」っ
て

な
に
？

Q

AA

A

県内では、つどいの場づくりや生活支援など、人と人のつながりを築き、
地域課題の解決に挑戦している人や団体が増えています。
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　「若者が挑戦できる地域へ」をスローガン
に、2018年に発足した「tsumugu」。下北地域
の企業を対象とした共育型インターンシップ
のコーディネートや、学生が集えるコミュニティ
スペース「ぬぐだまり」の運営、地元の高校生と
地域について考えるワークショップを開催する
など、地域･若者・企業を巻き込んだ地域づく
りの中間支援の役割を担っています。

一般社団法人「tsumugu」
（東通村）
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地域と行政との間を
つなぐ中間支援

　市の支援の下、3年かけてアンケートを実施
し、地域づくり座談会をとおして検討を重ね、
令和3年に「住民同士の助け合いにより生活
支援サービスを提供する」ことを目的として
誕生。声かけ・見守り、ごみ出し、草取り、雪かき、
買い物などさまざまなメニューがあり、現在の
会員（サービスを提供する人）は22名。40代
から70代まで幅広い世代が参加しています。
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有償ボランティア組織「吾郷お助けたい」
（十和田市）
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